
 

 
※同時発表：国土交通省国土計画局調整課 

平成２１年１１月２７日 
 

平成２１年度災害対策等緊急事業推進費の実施について 

 

平成２１年度に発生した豪雨や台風等の自然現象による災害を受けた地域等において、
災害対策等緊急事業推進費※を執行して再度災害防止のための事業を緊急に立ち上げ実施
します。 

 その内、九州地方整備局管内では、 

  災害対策等緊急事業推進費（災害対策の部）において、 

    ４件 約１７億円 の事業を実施します。 

【実施概要】 
・平成２１年７月に発生した九州北部における記録的な豪雨により、河川では堤防法
面の崩壊や溢水による浸水被害、道路では道路法面・路肩崩壊など甚大な被害を受
けました。 

・そのため、河川においては次の出水期までに堤防崩壊や浸水被害を防止するととも
に、道路においては次の豪雨等による落石防止や道路法面の崩壊を防止するための
対策を緊急に実施します。 

（詳細は別紙一覧表及び箇所別表をご参照下さい） 
 
 

※ 災害対策等緊急事業推進費は、住民の安全・安心の確保に資することを目的とし、洪水・高潮・地震・

津波等の自然現象による災害を受けた地域、及び公共交通に係る重大な事故が発生した箇所等におい

て緊急に実施すべき事業を迅速に立ち上げ、又は推進するための経費です。『災害対策の部』と『公共

交通安全対策の部』があります。 
 

国土交通省 九州地方整備局 

 
◆問い合わせ先 
全    般  九州地方整備局 企画部 事業調整官  田中(092-476-3542(直通)) 

河川改修事業  九州地方整備局 河川部 河川計画課長 石川(092-476-3523(直通)) 

地域連携推進事業 福岡県 県土整備部 道路維持課 課長技術補佐 中尾(092-643-3656(直通)) 

 

九州地方整備局

Ministry of Land, Infrastructuer, Transport and Tourism 
Kyusyu Regional Development Bureau 



番号 事業費 国費

【1】 河川改修事業 六角川水系牛津川 国土交通省 佐賀県 小城市芦刈町三王崎地先他 1,000,000 760,000

【2】 河川改修事業 筑後川水系城原川 国土交通省 佐賀県 神埼市神埼町西溝地先他 500,000 380,000

治水　小計 2件 1,500,000 1,140,000

河川　計 2件 1,500,000 1,140,000

【3】 地域連携推進事業 一般国道３８５号
市ノ瀬地区道路災害防除 福岡県 福岡県 筑紫郡那珂川町市ノ瀬地内 90,000 45,000

補助国道　小計 1件 90,000 45,000

【4】 地域連携推進事業 一般県道玄海田島福間線
勝浦地区道路災害防除 福岡県 福岡県 福津市勝浦地内 80,000 40,000

地方道　小計 1件 80,000 40,000

道路　計 2件 170,000 85,000

総　　計 4件 1,670,000 1,225,000

２．道路

（１）補助国道

（２）地方道

１．河川

（１）治水

［金額単位：千円］

平成２１年度　災害対策等緊急事業推進費（災害対策の部）　実施計画一覧表

種　別
事業主体名

実施計画額

事業名
施行地



事　 業 　名

事 業 主 体 国土
コクド

交通省
コウツウショウ

施　 行 　地

事　 業 　費 １,０００,０００（千円） 国費 ７６０,０００（千円）

内　　　　　 容

【１】　災害対策等緊急事業推進費（災害対策の部）

河川
カ セ ン

改修
カ イ シ ュ ウ

事業
ジ ギ ョ ウ

（六角
ロ ッ カ ク

川
ガ ワ

水系
ス イ ケ イ

牛津
ウ シ ヅ

川
ガ ワ

）

佐賀県
サ ガ ケ ン

小城市
オ ギ シ

川越
カ ワ ゴ エ

地先
チ サ キ

～多久市
タ ク シ

納所
ノ ウ ソ

地先
チ サ キ

　六角川水系牛津川では、平成21年7月の中国・九州北部
集中豪雨により、堤防等を設計する上での基準高である計
画高水位を超える大出水となった。洪水氾濫による甚大な
被害を未然に防ぐ必要があることから、推進費を活用し、河
道掘削を行い、水位を下げることで、今回規模（1/20程度）
の洪水を安全に流下させる。

施行地
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【実施箇所】
河道掘削工
（L=約7,000m)
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事　 業 　名

事 業 主 体 国土
コクド

交通省
コウツウショウ

施　 行 　地

事　 業 　費 ５００,０００（千円） 国費 ３８０,０００（千円）

内　　　　　 容

【２】　災害対策等緊急事業推進費（災害対策の部）

河川
カ セ ン

改修
カ イ シ ュ ウ

事業
ジ ギ ョ ウ

（筑後川
チ ク ゴ ガ ワ

水系
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城
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原
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川
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サ ガ ケ ン

神埼市
カ ン ザ キ シ

神埼
カ ン ザ キ

町
マ チ

西
ニ シ

溝
ミ ゾ

地先
チ サ キ

　筑後川水系城原川では、平成21年7月の中国・九州北部集中豪雨
により、河川堤防の内部を浸透した河川水が家屋側の法尻部で漏
水し、法崩れが発生した。崩壊部については応急復旧を行ったもの
の、崩壊部以外の区間にも堤防の漏水が確認されるなど洪水によ
る崩壊の危険性が高いことから、推進費を活用して、堤脚保護工等
により堤防を強化する。
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※施工箇所及び延長、対策方法については、地質調査等の結果により、変更する場合があります。

家屋
城原川

※洪水時における堤防内の水位上昇を抑えることにより、堤防の
　　崩壊を防ぎます。

吸い出し防止材

：砂質土（ﾏｻ土）

：砂質土（ﾏｻ土）

：砂質土

：粘性度

凡例



事　業　名

事 業 主 体

施　行　地

事　業　費 ９０,０００（千円） 国   費 ４５,０００（千円）

内　　　容

【３】　災害対策等緊急事業推進費（災害対策の部）

地域
チ イ キ

連携
レ ン ケ イ

推進
ス イ シ ン

事業
ジ ギ ョ ウ

（一般
イ ッ パ ン

国道
コ ク ド ウ

３８５号
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平成２１年７月に発生した中国・九州北部豪雨により、国道３８５号
の法面が崩壊し道路埋没する被災を受けた。道路崩壊箇所は災害
復旧で原形復旧を行うものの、落石の危険があり、また、道路幅員
が狭く緊急輸送道路としての機能に支障があることから、推進費を
活用して地域連携推進事業（道路災害防除）を立ち上げ、落石防護
柵による防止と、ブロック工による道路拡幅を実施する。
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事　業　名

事 業 主 体

施　行　地

事　業　費 ８０,０００（千円） 国   費 ４０,０００（千円）

内　　　　容

【４】　災害対策等緊急事業推進費（災害対策の部）

地域
チ イ キ
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平成２１年７月に発生した中国・九州北部集中豪雨により、県道側
面の法面が崩壊し、災害を受けた。法面崩壊部は災害復旧事業で
原形復旧するものの、その周辺部も今後の災害により崩壊の危険
があることから、推進費を活用して地域連携推進事業（道路災害防
除）を立ち上げ、法枠工及び法面排水路工により、再度災害を防止
する。
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被災状況写真
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位置図
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